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緒　言
表1　給食管理実習の内容

時間　　　実習内容

　近代社会において，疲労の蓄積は健康阻害の要因の1

っになっており，心身に与える影響は大きい．女子学生

においても，生活構造の多様化や複雑化により，様々な

影響を及ぼしていると考えられる．

　今回は学生の基本的生活とは一転した給食管理実習の

なかで，慣れない集団給食の調理作業や基本的栄養士業

務を行なうことにより，疲労を訴えるものが多かったの

で，給食管理実習における6日間で心身的にどのような

影響を与えているのかを明らかにするために調査を行っ

た．

　対象者および方法

1．調査対象

　東京都内の女子大学栄養学科3年生および女子短期大

学栄養科1年生の274名である．平均年齢19．8±1．0歳

平均身長157．9±5．Ocm，平均体重50．3±6．1kg，平均

BMI20．3±2．6であった．

2．調査期間

　1996年4月から7月までの給食管理実習期間の月曜日

から土曜日までの6日間である．

3．調査方法

　表1の給食管理実習にともなう疲労症状を調べるため

に，産業疲労研究会の「自覚症状しらべ」1）を用いたア

ンケート用紙を配布し，給食管理実習期間6日間の起床

後，作業前，作業間，作業後の自覚症状（30項目），睡眠

時間，食欲，食事の有無，食事の量にっいて調査した．
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　調査結果および考察

　疲労自覚症状の有無は，過半数以上の学生がなんらか

の症状を訴えていた．日数別では，1日目から2日目は

自覚症状があるものが増えたが2・3・4・5日目はほ

ぼ横ばい状態であり，6日目には減った（表2）．学生

表2　自覚症状の有無
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栄養学科　給食管理第2実習室

78．5　　　　　53．8　　　　　51．4　　　　　71．2　　　　　63．8

（s）

は厨房に入って調理作業をするといった機会が少なく，

慣れていないため，2日目に自覚症状が増え，3・4・

5日目と増えたまま横ばい状態となった．6日目は給食

管理実習の最終日であるため，調理作業にもなれ，精神
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的負担が少なくなったために減ったのではないか考えら

れる．

　疲労自覚症状の30項目は1群（ねむけとだるさ），H

群（注意集中の困難），皿群（身体違和感）に分けられ

ている．表3により，疲労自覚症状を比較すると30項目

表3　起床後から作業後における項目別自覚症状訴え率
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の平均は起床後が一番高く作業後，作業前，作業間の順

番になった．疲労自覚症状を20％以上訴えた項目は，起

床後では，ねむい66．7％，あくびがでる38．5％，頭がぼ

んやりする30．0％，全身がだるい26．5％，横になりたい

22．9％の5項目であり，1群（ねむけとだるさ）の症状

が高率となった．作業前，作業間は20％以上訴えた項目

が少なく，作業前では，ねむい27．7％，作業間では，腰

がいたい20．2％という1項目となった．作業後では，ね

むい40．1％，足がだるい34．9％，横になりたい26．3％，

全身がだるい22．8％，肩がこる22．7％，腰がいたい21．9

％という6項目であり，1群（ねむけとだるさ）と皿群

（身体違和感）の症状が高率となった．自覚症状を時点

別にみると，1群（ねむけとだるさ）では起床後の自覚

症状の出現率が高く，作業前，作業間になるにっれ低率

になり，作業後には，起床後ほどではないが再び高率に

なった．しかし，足がだるいは作業前より作業間のほう

が高率になり，起床後より作業後のほうが高率になった．

目がっかれる，横になりたいは起床後より作業前，作業

間が低率になり作業後には起床後より高率になった．ll

群（注意集中の困難）では全体的に5％前後と低率にな

り，推移は，ほぼ横ばいであった．皿群（身体違和感）

は肩がこる，腰がいたい，口がかわくといった症状が高

率となり，肩がこるは起床後，作業前，作業間はほぼ横

ばいであり，作業後に高率になった．腰がいたいは，起

床後，作業前はぼぼ横ばいであり，作業間に高率となり，

作業後はほぼ横ばいであった．口がかわくは，各時点で

ほぼ横ばいという推移になった．その他の症状は低率で

あり，推移の変動は少かった．

　就寝時刻や睡眠時間が自覚症状に影響を及ぼすという

報告2）があるが，給食管理実習終了後，学生は自宅で課

題をしなくてはならなく，早く終わらなければ，就寝時

間が遅くなり，睡眠時間も少なくなる．そのため，睡眠

時間が十分にとれずに平均5．23時間と少なくなったと考

えられる．よって，就寝時刻や睡眠時間が影響を及ぼし，

自覚症状が現れ，1群（ねむけとだるさ）が高率になっ

た要因の1っではないかと考えられる．H群（注意集中

の困難）の症状は低率であったので，作業を集中して行

うことができたと考えられる．皿群（身体違和感）の症

状は腰がいたい，肩がこるが高率となり，調理作業にお

いて負担となる症状3）が現れたのではないかと考えられ

る．

　　　　　　　　表4　食欲の有無

ある　ふつう　ない　全くない　不明

朝食　 26．2　60．8　11．9　0．　4

墜食　 51，9　42．7　3．5　 0

夕食　 37．　3　5L8　8．5　 0
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表5　食事の有無
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　食欲にっいては，朝食の食欲のないものが，昼食や夕

食に比べて多かった（表4）．朝食の食欲や食事の有無

は就寝時刻や睡眠時間が関連しているの5）という報告が

あるように，本調査でも関連しているのではないかと考

えられる．食事の有無については国民栄養調査6》よりも，
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朝食の欠食率が低くなった（表5）．これは，栄養学を

学んでいる学生を対象としたたあ，食事の大切さを学ん

でおり，食欲がなくても，少しでも何か食物を摂取しよ

うとしたためと考えられる．

　今回の調査結果では，睡眠時間が疲労の自覚症状に大

きく影響を及ぼしていたと考えられる．健康認識や生活

認識の低下は疲労自覚症状の訴えの増加にっながる7）．

　自覚症状を減らすには，バランスの良い食事をする8）

だけでなく，十分な睡眠時間も必要である．今後は栄養

摂取状況，睡眠時間，規則正しい生活に対する認識を高

め，より健康的な生活を送ることができるように指導し

ていくことが必要であると思われる．

要　約

　給食管理実習期間（6日間）の集団給食調理作業にお

ける学生の疲労と健康状態に関する調査を行った．

　1）給食管理実習期間（6日間）のうち，過半数以上

のものが何らかの自覚症状があった．特に2・3・4・

5日目が多かった．

　2）疲労の自覚症状を訴えるものは，起床後が最も高

率であり，作業前，作業間は低くなり，作業後は再び高

率になった．

　3）1群（ねむけとだるさ）の自覚症状であるねむい，

あくびがでる，足がだるいなどの症状が高率であり，ll

群（注意集中の困難）は全体的に低率となった．皿群

（身体違和感）は腰がいたい，肩がこるが高率となった．

　4）給食管理実習の課題のため睡眠時間が少なくなり

自覚症状が多くなったのではないかと思われる．

　5）対象が栄養学を学んでいる学生だったため朝食の

欠食率が低くなったのではないかと思われる．
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